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長期構想とは

← 平成26年３月19日 健水発0319第４号
厚生労働省健康局水道課長通知

「水道事業ビジョンの作成について」

県営水道版
水道事業ビジョン

として

「長期構想」
の策定を検討中

前提：厚生労働省は「新水道ビジョン」※次スライド参照 の中で、
水道事業者に「水道事業ビジョン」の策定を求めている
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↑厚生労働省HPより（https://www.mhlw.
go.jp/topics/bukyoku/kenkou/suido/newvi
sion/dl/newvision-sankou.pdf）



長期構想とは

厚生労働省

「新水道ビジョン」

新水道ビジョン策定までの経緯

H16 今後の水道に関する重点的な政策

課題とその課題に対処するための

具体的な施策、方策、工程等を

包括的に明示（水道ビジョン）

H20 「水道ビジョン」の時点改訂

H25 人口減少や東日本大震災といった

大きな変化を踏まえ、水道の理想

像を明示し、それを具現化する

ために当面 取り組むべき事項、

方策を提示（新水道ビジョン）

2

→厚生労働省HPより（https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya
/topics/bukyoku/kenkou/suido/newvision/1_0_suidou_newvision.htm）
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長期構想とは

「新水道ビジョン」における「理想の水道像」の実現方策

厚生労働省HPより（https://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/kenkou/suido/newvision/dl/newvision-sankou.pdf）
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長期構想とは

厚生労働省HPより（https://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/kenkou/suido/newvision/dl/newvision-sankou.pdf）

「新水道ビジョン」における「水道事業者」の役割
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長期構想とは

「水道事業ビジョン」に求められる内容

（水道ビジョン作成の手引き
（https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-10900000-Kenkoukyoku/260319-betten.pdf）より）



長期構想とは

記載すべき基本的事項（想定）は下表のとおり対応

（水道ビジョン作成の手引き（https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-10900000-Kenkoukyoku/260319-betten.pdf）より）

記載すべき基本的事項として想定される内容 県営水道長期構想
（骨子案）の該当箇所項目 内容

水道事業の現状評価・
課題

地域行政の実情や水道事業の沿革と
いった基本事項、定量的分析を加えつ
つの現状評価、現状における課題の明
確な表現

長期構想第Ⅳ章「県営水道の
現状と課題」

将来の事業環境 外部環境（人口減少、施設の効率性低
下、水源の汚染、利水の安全性低下）、
内部環境（施設の老朽化、資金の確保、
職員数の減少）

長期構想第Ⅲ章「将来の事業
環境」

地域の水道の理想像と
目標設定

新水道ビジョンの「持続」「安全」
「強靭」の観点に留意した理想像と、
具現化するために地域の実情を踏まえ
た施策に関する目標の設定

長期構想第Ⅴ章「県営水道と
して目指す姿」

推進する実現方策 具体的な各種方策 長期構想第Ⅴ章「県営水道と
して目指す姿」

検討の進め方と
フォローアップ

検討会等の設置及びパブコメ活用によ
る意見の聴取・反映、定期的な評価と
必要に応じた改定

長期構想資料編
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長期構想骨子案イメージ

長期構想の構成イメージ

第Ⅰ章：長期構想策定の目的と位置付け

第Ⅱ章：長期構想における基本的な考え方

第Ⅲ章：将来の事業環境

第Ⅳ章：県営水道の現状と課題

第Ⅴ章：県営水道として目指す姿

資料編：県営水道の施設概要、用語集
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長期構想骨子案イメージ

第Ⅰ章の構成イメージ

第Ⅰ章：長期構想策定の目的と位置付け

１．長期構想策定の目的

２．長期構想の位置付け

第Ⅱ章：長期構想における基本的な考え方

第Ⅲ章：将来の事業環境

第Ⅳ章：県営水道の現状と課題

第Ⅴ章：県営水道として目指す姿

資料編：県営水道の施設概要、用語集
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長期構想骨子案イメージ

第Ⅰ章の記載内容イメージ

１．長期構想策定の目的

例）今後も持続可能な事業運営を進めていくため、30年後の事業環境を

見据えた将来像と、その実現に向けた取組みの方向性を分かりやすく

描き、お客さまや事業に関わる皆さまと共有するため。

２．長期構想の位置付け

例）厚生労働省が示す水道事業ビジョンとして、県営水道が計画的に事業

運営を行っていくための基本的で長期的な構想とする。

なお、短期的な個別の事業内容は「経営計画」として、より詳細に示す。

目的、位置付けは県民目線で
分かりやすいか？論点

長期構想（30年）

経営計画
（５年程度）

経営計画
（５年程度）

経営計画
（５年程度）

経営計画
（５年程度）

・・・ ・・
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長期構想骨子案イメージ

第Ⅱ章の構成イメージ

第Ⅰ章：長期構想策定の目的と位置付け

第Ⅱ章：長期構想における基本的な考え方

１．事業運営の考え方

２．事業運営の柱

第Ⅲ章：将来の事業環境

第Ⅳ章：県営水道の現状と課題

第Ⅴ章：県営水道として目指す姿

資料編：県営水道の施設概要、用語集

安全で良質な水道 将来にわたり適切に管理された水道

災害・事故にも強い水道 環境にやさしい水道

経営基盤の確立された水道 高い信頼を得られる水道
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長期構想骨子案イメージ

第Ⅱ章の記載内容イメージ

１．事業運営の考え方

【仮】県民のいのちと産業を支えるライフラインである水を、将来にわたり「持続」的に
供給し、「安心」のサービスを提供する。併せて、新たな課題に柔軟に対応する
ことにより、地域社会や国際社会に「貢献」し、より一層、県民から信頼される
県営水道を目指す。

２．事業運営の柱

基本的な考え方はどうか？
柱の新規２項目はどうか？論点

安全で良質な水道

将来にわたり適切に管理された水道

災害・事故にも強い水道

環境にやさしい水道

経営基盤の確立された水道 【新】

高い信頼を得られる水道 【新】



長期構想骨子案イメージ

第Ⅲ章の構成イメージ

第Ⅰ章：長期構想策定の目的と位置付け

第Ⅱ章：長期構想における基本的な考え方

第Ⅲ章：将来の事業環境

(１) 人口及び水需要の動向

(２) 水道施設の老朽化

(３) 大規模地震の発生

(４) 自然災害の激甚化

(５) 気候変動

第Ⅳ章：県営水道の現状と課題

第Ⅴ章：県営水道として目指す姿

資料編：県営水道の施設概要、用語集
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長期構想骨子案イメージ

第Ⅳ章の構成イメージ

第Ⅰ章：長期構想策定の目的と位置付け

第Ⅱ章：長期構想における基本的な考え方

第Ⅲ章：将来の事業環境

第Ⅳ章：県営水道の現状と課題

(１) 人口・水需要の減少将来の人口動向 (６) 水道法改正（基盤強化等）

(２) 老朽化による大量の更新需要 (７) ５事業者で取組む方向性

(３) 耐震化の推進 (８) 職員の減少・技術継承

(４) 自然災害の激甚化の激甚化 (９) 改正地球温暖化対策推進

(５) 水質への要求水準 （カーボンニュートラル）

第Ⅴ章：県営水道として目指す姿

資料編：県営水道の施設概要、用語集

その他に考えるべき
課題はあるか？論点
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第Ⅴ章の構成イメージ

第Ⅰ章：長期構想策定の目的と位置付け

第Ⅱ章：長期構想における基本的な考え方

第Ⅲ章：将来の事業環境

第Ⅳ章：県営水道の現状と課題

第Ⅴ章：県営水道として

目指す姿

資料編：県営水道の施設概要、用語集

(１) 安全で良質な水道が、どこでも常に供給されています

(２) 気候変動等による水質変化に対して、的確な対応が実施できています

(３) 水需要に合わせて施設規模が適正化され、効率的に利用されています

(４) 施設が適切に維持管理され、計画的に更新されています

(５) 多様な関係者との連携等により、効率的な事業運営が行われています

(６) ストレスを感じることがなく生活が送れるよう、安定給水が継続され
ています

(７) 大規模地震発生時においても、基幹施設の被害を最小限に抑える対策
がなされています

(８) 激甚化する様々な災害・事故に対し、被災した場合にも迅速に対応
できる対策がされています

(９) 持続可能な社会の実現のために、環境に配慮された施設が構築されて
います

(10) ICTの活用やDXの推進といった業務の見直し・改善により、安定的で
効率的な事業運営や財務構造づくりが行われています

(11) 県営水道への理解と信頼をいただけるよう、積極的な情報発信と適切
な情報提供がされています

(12) お客様のニーズを踏まえた事業運営が行われています

(13) 地域社会や国際社会への貢献により、水道事業に寄与しています

赤色部：第３回審議会資料からの変更・追加箇所

長期構想骨子案イメージ



長期構想骨子案イメージ

第Ⅴ章の記載内容イメージ

県営水道として目指す姿 目指す姿の考え方として、水道事業において大きな比重を占める
「施設整備」をどう進めていくのか検討した。

＜これまでの視点＞

新たに敷設する水道管の耐久年数を考慮して「管路更新率１％以上」※を
目標に更新 ※ 100年以上の耐久性が期待できるとされていることから、耐久年数内で更新が一巡する

＜これからの視点＞

▪ 大地震時や漏水事故時の断水戸数をできるだけ少なく！
▪ 断水から復旧までの日数をできるだけ短く！
▪ どんな時でも生活のための水道供給を！

事故の影響が広範囲に及ぶ基幹管路を優先的に更新(耐震化)する

＝より具体的な成果に着目して事業を進めていく
15



長期構想骨子案イメージ

第Ⅴ章の記載内容イメージ

県営水道として目指す姿

［
億
円/

年
］

更新基準年数での更新需要

2
1
2
1

100年で平準化した更新需要

2,452
更新基準年数を超過した資産の総額

県企業庁で設定した更新基準

年数による更新を基本とするが、

重要施設への管路や、災害時に

復旧日数を要する管路など

管路の状況や性質を踏まえて、

ある程度の平準化を図りつつ

戦略的に更新を進める
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長期構想骨子案イメージ

第Ⅴ章の記載内容イメージ

県営水道として目指す姿

「重要施設への管路」の

イメージ
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長期構想骨子案イメージ

第Ⅴ章の記載内容イメージ

県営水道として目指す姿
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【現状（R2実績ペース）】

基幹管路
5.0km 71km

【基幹管路等を優先的に更新】

基幹管路
10.1km

73km

配水支管 基幹管路の30年後の姿

耐震適合率 86%, 残存老朽管 49km

配水支管 基幹管路の30年後の姿

耐震適合率 100%, 残存老朽管 ゼロ

[30年後の被害想定] 断水戸数(直後) ：11万戸 延べ断水戸数：112万戸 復旧日数：18日

[30年後の被害想定] 断水戸数(直後)：64万戸 延べ断水戸数：1,103万戸 復旧日数：30日

(※) 2053(R35)年度末時点

（年平均）

（年平均）

（年平均）

（年平均）

戦略的に（基幹管路等を優先的に）更新した場合の効果



長期構想骨子案イメージ

第Ⅴ章の記載内容イメージ

県営水道として目指す姿
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総更新延長
(km/年)

基幹管路
耐震適合率

全管路
耐震管率

発災直後
断水戸数
（戸）

延べ断水戸数
(戸)

復旧日数
（日）

30

年

後

R2ペース 76 86% 48% 64万 1,103万 30

基幹管路の
重点整備

83 100% 51% 11万 112万 18

(参考)ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾍﾞｰｽ

断水戸数［万戸］

発災からの
経過日数［日］

施設整備の効果

戦略的に（基幹管路等を優先的に）

更新した場合の効果



(１) 安全で良質な水道が、どこでも常に供給されています

(２) 気候変動等による水質変化に対して、的確な対応が実施できています

(３) 水需要に合わせて施設規模が適正化され、効率的に利用されています

(４) 施設が適切に維持管理され、計画的に更新されています

(５) 多様な関係者との連携等により、効率的な事業運営が行われています

(６) ストレスを感じることがなく生活が送れるよう、安定給水が継続され
ています

(７) 大規模地震発生時においても、基幹施設の被害を最小限に抑える対策
がなされています

(８) 激甚化する様々な災害・事故に対し、被災した場合にも迅速に対応
できる対策がされています

(９) 持続可能な社会の実現のために、環境に配慮された施設が構築されて
います

(10) ICTの活用やDXの推進といった業務の見直し・改善により、安定的で
効率的な事業運営や財務構造づくりが行われています

(11) 県営水道への理解と信頼をいただけるよう、積極的な情報発信と適切
な情報提供がされています

(12) お客様のニーズを踏まえた事業運営が行われています

(13) 地域社会や国際社会への貢献により、水道事業に寄与しています

長期構想骨子案イメージ

第Ⅴ章の記載内容イメージ

県営水道として目指す姿

安全で良質な水道

災害・事故にも強い水道

環境にやさしい水道

将来にわたり適切に管理された水道

高い信頼を得られる水道 (11)~(13)

経営基盤の確立された水道 (10)
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新規４項目（(10)~(13)）は
どうか？論点



（参考）横浜水道長期ビジョン（第５章 取組の方向性）
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重要な配水支管についてはきちんと手当をしていくとか、いざという時の
給水拠点はしっかり整備してあるとか、そういうことに少し触れておくだけ
でも、この案でいいのか判断をする際に、判断材料が増えると思いました。

水道でCO2を削減しようという話になると、ポンプで水を揚げなければいけ
ない箇所を減らすといったことしかないのではないかと思う。あるいは全体の
送水の距離を短縮するようなルートを考えるとか、そのような話になると思う
が、配水池の見直しや、それに伴う水の供給ルートの見直しに言及する際には、
このCO2の削減も強く意識していることが伝わる表現にした方がいいと思った。

（参考）第３回審議会での主な意見

目指す姿（７）「大規模地震発生時においても、基幹施設の被害を最小限に
抑える対策がなされています」の取組みとして、重要給水施設管路の耐震化
について記載予定。

目指す姿（９）「持続可能な社会の実現のために、環境に配慮された施設が
構築されています」の取組みとして、省エネ型設備の導入によるＣＯ２削減
について記載予定。

凡例
長期構想に反映：



自宅が断水しないようにするのはベストだけど、それができなくてもベター
な状態でこういう風にしますと表現した方が、使う側からすると分かりやすい
のではないかと思いました。

基幹管路の更新を優先することは理解できたが、復旧困難箇所のほか重要給水
施設などリスクの高いところから重点的に施設整備を進めていくことに言及する
べきである。

（参考）第３回審議会での主な意見

目指す姿（７）の取組みとして、重要給水施設管路の耐震化について記載
予定。

目指す姿（７）の取組みとして、重要給水施設管路の耐震化について記載
予定。

凡例
長期構想に反映：

22



一般の人が読んで理解できるような、そもそもまず読みたいなと思える内容で
説明をしていかないといけないのではないかと思う。

管路更新の戦略的な展開や施設のダウンサイジングということに対して、心強い
手段だと思った。水道利用者に対して分かりやすく広報していただきたい。
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（参考）第３回審議会での主な意見

ダウンサイジングだけでなく、長期構想自体について複数の手法・媒体を
用いた広報を予定。

平易な表現や専門用語の解説など、分かりやすい内容となるよう留意した
うえで、目を通しやすいよう簡潔な記載を予定。

凡例
長期構想に反映：


